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図1　アウトリガーアーム装着ロボットの概要

図2　自動走行システムの概要
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畦畔上での
アウトリガーアーム装着除草ロボットの開発

●キーワード● スマート農業、畦畔除草、自動走行

　日本では農業従事者の人口減少、高齢化が進み,農作業
の負担が大きくなっています。例として水田に見られる畦
畔の除草は、地形が斜面のため転倒などのリスクがあり
危険な作業です。この課題を解決するため、畦畔上で自動
走行を行いながら除草を行うロボットを開発しています。
　畦畔除草ロボットの課題として、斜面横断走行時に横
滑りが発生することが挙げられます（図 1（b）参照）。解
決策として、車両型のロボットにアウトリガーアームを
装着するというアイデアを提案しています（図 1（a）参
照）。斜面走行時にアウトリガーアームで車体を支持す
ることで横滑りを抑制できます。
　現在はロボットの畦畔上での自動草刈り走行システム
を開発しています。人工衛星等からの情報（GNSS-RTK）
および方位センサを用いて機体の位置、方向情報を取得
し、目標経路上での走行の実現を目指しています。
　畦畔の適切な管理は害虫の発生を抑え、米の品質改善
や収穫量の増大につながります。また、大規模な水田で
は畦畔の領域も合わせて大きくなります。畦畔の除草と
いう重要かつ量の多い作業の自動化は、国内でトップレ
ベルの米生産量を誇る新潟県にとって非常に意義のあ
る研究と考えます。

飯塚浩二郎, 王玉譲, 渡邉智洋, 長谷川裕紀, 橋本穂高, 藤原大祐, 土田悠斗, 
畦畔除草ロボットの横滑りを抑制するアウトリガーアームの提案, SI2022,2022年12月．

アピールポイント

研究の目的、概要、期待される効果

つながりたい分野(産業界、自治体等)

　本研究はスマート農業の促進に寄与し，問題を抱
える日本の農業において重要な研究であるといえま
す．新潟県の米作り技術の向上という観点からも非
常に意義があります．

　スマート農業等に携わる分野の方と関われますと
幸いです．農作業などで課題を抱えている自治体の
方いましたら，ロボット技術等を用いた解決のお手
伝いができれば幸いです．
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専門分野 制御工学、ロボティクス、メカトロニクス
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住居･集落・町並みの
フィールドワークにもとづく分析

●キーワード● 住居、住人、作り手、集落、町並み、固有価値

　建築には、衣･食･住の住として、住人のくらしに関わ
る側面や、作り手の思いに関わる側面があります。これ
は、建築が住人や利用者に愛着を持たれ長持ちしていく
うえでも、町が個性を持つうえでも大切です。建築学の
中で、この人に関わる側面を扱う分野が建築計画です。
　この一つの例として、新潟県の雁木があります。各戸
が住宅前面に庇を出し、各戸が道路沿いに並びをなすこ
とにより通り道となったものを指しています（右上）。機
械除雪が始まる前は、住人が雁木にはたらきかけ、3種
類の雪の通路をつくっていたとわかりました。
　1963年1月の写真には、通りの2階庇の高さに、四角
柱の堆雪が写っています（右中）。堆雪下方は雁木の屋根
雪を住人が降ろしたもの、上方は主屋屋根雪を下ろし、
木鋤を使い四角柱にしたものでした。向かい合う住戸が
道路上に堆雪するため、道路中央に作業のための隙間が
できました。各戸は並びをなすため、中央の隙間は連続
しました。雪の隙間の床は踏み固められ橇を通すことが
できました（右下）。この橇ミチは、物資運搬のほか、消防
ポンプを橇に積み替え、雁木下の防火水槽につなぎ、消
防にも使われていました。住人が雁木を大切にする理由
の一つがわかりました。

アピールポイント

研究の目的、概要、期待される効果

つながりたい分野(産業界、自治体等)

　地域の住人の方々と固有の価値を確認し、行政の
方へ伝えていくことができます。

・まちの個性を継承し、住人の生活の質の向上につ
なげることを検討している市町村。

専門分野 建築計画、住居論
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